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はじめに
本稿においては孔教運動の東アジアにおける展開という観点か






















































































孔子は「中国の教主」であり「改制の教主」であるとして、他の教主が神道に偽託して人を尊信させるのとは異なり、神道に仮らずして教 となっているのは孔子のみで孔子こそ 「真文明世の 主」であり大地に いところであると強調する。
　






















きに二字を習用し、仏教の諸宗を加畳して詞を為して、 教を語意として「宗教」としたという。釐里近は神教の意味のみで語意を尽くすことはできない いう。古代には神道を尊び近世には人道を重んずるように進歩するのが宗教であって、儒教 よく進歩した教あり宗教である する。孔子をイエスに比して、孔子は儒教の 主であるとする。教部・教会もキリスト に比され いる。康有為における宗教は「 」であり神道・人道 包含して考えられており、人道に重きをおいて考えられ いる。２ 　李炳憲と孔教との出会い
李炳憲は二七歳に郭鍾錫に会い、朱子学を受業した
 。三四歳に





思想家として彼の一生の重大な契機となる。李炳憲は北京で孔教会と孔道会を訪問し、当時北京で活動していた李承薫に会い、孔教会本部がある曲阜を訪問しながら孔教会に少しずつ深く入って行った。この き、李炳憲は北京にいつつ、そのときまでの自分が形成してきた思想的認識を整理し、 『宗教哲学合一論』を著した。李炳憲は第一次の中国渡行で 香港に康有為 訪ね、教えを乞う。康有為は李炳憲に儒教を民族精神の生命力を起こす宗教として覚醒し、儒教を再建することで国権の回復を図ることができると強調した。李炳憲が朱子学と陽明学のどちらに注目したら良いか尋ねる 康有為は陽明学を重視することを述べている。康有為の儒教改革論が朱子学的なものから離れ、各学派にとらわれないものとなっていることがわかる。李炳憲は康有為と出会い、教えに感受する ころが大きく、康有為を李承薫と朴殷植に紹介している。そして、朴殷植とともに再び に会う。
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１９１６年、四十七歳に、また半島から中国へと渡行し、杭州に




体系を確固たるものとし、同時に日本政府と日本首相の大隈重信に儒教を宗教として認めるよう願う書簡 出 彼は、当時、朝鮮に孔子の聖像と通行している経典を康有為の助けを得て中国から招来するために中国へ行くこと 計画する。彼は大同斯文会と陶山書院の協力を仰ぎつつ、１９２０年、五一歳に第三次 中国訪問をした。こ とき康有為は李炳憲 『儒教復原論』を論評 今文経学の重要性を積極的に述べ 今文と古文の分別を明らかにせず
に公羊伝の理論が明らかにされねば孔子の三世説と太平、及び大同の意味が表れてこず、今日の変革に対応することができないとした。そして、本源 学問は必ずや今文によって そ可能であるた。これによって李炳憲は康有為 『新学偽経考』を中心として今文学研究と自国の歴史とに心を用いて、現時代の大勢に相通しようとするのだとして『歴史教理談』 著す。大民族の立場に立ち儒教的に歴史を記述した。
１９２３年、培山書堂の文廟と道東祠が落成し、五十四歳に第四




























儒者にとって、吾が道統である尭・舜・禹・湯・文・武・周公・孔子から顔回・曾参・子思・孟軻・二程子・朱憙 李退渓 李栗谷に至るまで皆儒教の道統を伝受しているのに、先生が儒教と言うときは単に孔 を挙げるだけなのはなぜかという問いに、上つかたは尭・舜・禹・湯・文・武・周公の聖があっても、孔子の大かつ備なることに およばないし、下つかた 顔回・曾参・子思・孟軻は亜聖の才を以てまさに志を継ぎ事を述べて未だ体を具えたとしても微であること 免れないし、二程子・朱憙・李退渓 李栗谷についは、いよいよ時代が降り よいよま れて大道はし いに隠れてしまっている。ましてや儒教の名は専ら孔 によって発ったものであるからに 孔子が我が儒教の独一無二の教主であるのは亦た較然して明らかであることは甚しいことでないことはなかろうか。印度の無量の諸仏があるといっても仏 をいうのには必ず釈迦世尊をい
う。ユダヤ教には許多の先知が無いわけではないのに景教をいうのには必ず耶蘇基督をいう。その意は亦たちょうど儒教 場合のようなものであると答えている。
李炳憲は半島の儒者らしく李退渓・李栗谷の名を掲げている。し







る。日本の維新 初に在りて釐里尽を譯して宗敎と爲す。或ひは法敎と称するも當時、宗字を用ふるに因る。然るに儒敎の敎の字、毫末も加へずして其の意自ら足れば則ち必ずしも宗の字を添へざる也。但だ、挽近以来 極東の名詞、世界現行の敎を以て通じて之を宗敎と謂ふ。而して宗の字、又、神秘的色彩を帯ぶれば、則ち烏んぞ孔子を以て非宗敎家と爲さんや。孔子の孔子たる所以は 其の 主たるを以てす。其 敎主た 所以は則ち配天の量の 萬世の民を救ふ 有するを以てする也。蓋し四代の礼樂、三統文質、何ぞ聖王の隆起 、一字 義制に非ざる無し。而して能く萬世に通ず は孔子也。精氣游魂よりして鬼神の情状を發す。大易の窮神と曰ひ盡神 曰 は精靈界
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ので、日本の維新の初にあって「釐里尽」を訳して「宗教」とした。ある時は「法教」といったりもしたが当時、宗字を用いたのに因ったものである。然るに儒教 教の字は毫末も加えないでも其の意は自ら足りているのであ から必ずしも宗の字を添えないの ある。但だ、挽近以来、極東の名詞は世界現行 教を以て通じてこれを宗教と謂うのであって 宗 字は、また神秘的色彩 帯びている であるからど して孔子を非 教家であるとすることができよ か。孔子が孔子である所以は則ちその 主たるを以 す もの ある。その教主た 所以は配天の量 、万世の民を救うことを有することによっているのである。おもうに四代の礼楽、三統文質はどうして聖王の隆起 、一字の義制でないことがあろうか。そして能く万世












の字につ て 康有為は日本人が宗 字を付けて神教 み 内容とする概念 したと述べるのに対し、李炳憲は「宗」 字はもとより不要で、儒教の「教」の字で意味が充足しているので宗 を添えないと述べ に止めているところに表れている 李炳憲は「宗」字は神秘的な色彩を帯びると言う。ここからす 「宗 」 神秘性を有する概念であることになる。そして、儒教 「教」はこの字のみで「宗教」の意味を充足 のであるから、儒教にも神秘性が既に内在していると 。孔子が 主であ 所以を述べ 箇所で孔子の教が万世に通じ万民を救うも であ こと、又、性霊を重
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李炳憲は孔子を非宗教家だとするのは侮辱の物言いであると考えている。孔子 非宗教家であって世界の宗教家はみな出世間 意味もっていて別に神秘の色彩が り、孔子は現世の政治家ある は哲学家に過ぎないというのは鄙人の言説であるという。李炳憲 よれば孔子は神秘家であり宗教家であることになる。李炳憲が述べるように「神道設教」が儒教の 性・宗教性の根拠であるとする場合、秩序あるくすしき法則 あること、道が 自体が神秘的だ
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「神道設教」の「設教」は経のなかでも第一の着眼点であって、 「神道設教」によって聖人は救世の教主 ることになる。こうして孔子が設教したのであって、儒教は即ち孔教であるという根拠となる。とはいえ「神道」にのみ意義があ わけ はな ことは確認しておかなくてはならない。　










されている。神道は易経に由来する語でくすしき道をいい神道設教は神道によって教をなしていることをいう。李炳憲は儒教の「教」字に 既に神秘性が有り、あえて宗教 言わなくてもよいとする。儒教は精霊を重んじ天人の極致にあり、軽重から言えば精霊を重んじて肉体を軽んずる教であるとする。ここからすると儒教における政治・哲学は余事であり、儒教を政治・哲学説と捉え ことは誤りであることになる。かくして李炳憲は儒教を政治 ・哲学説 する見方を批判している。儒教の宗教とし の核心 「神道設教」にあるとされ、 「宗教」の性格としては 道に重きを置き、儒教は「神道」を核心とすることを述べようとす 。
李炳憲の「神道設教」において「神道」が重視される根拠として















































































































































This paper delineates the religious viewpoint of Lee-ByongHeon （李炳憲）.
Lee-ByongHeon was born and brought up in the Korean Peninsula in the 20th 
century. He became a disciple of Kang-YouWei （康有為） who established the religion, 
Kong Jiao （孔教）, in China. Lee introduced Kong Jiao into the Korean Peninsula. Kong 
Jiao is composed of two major theories, Ren Dao （人道religion of people） and Shen Dao 
（神道religion of God and deities）. Lee-ByongHeon put more emphasis on Shen Dao 
while Kang-YouWei focused more on Ren Dao.
